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CRT栃木放送『開倫塾の時間』 2010年 11月 6日(土)放送内容資料

就職力を身につけるには

―栃木県キャリア支援推進協議会での講演内容―

開倫塾

塾長 林 明夫

１．はじめに

(１)おはようございます。開倫塾塾長の林明夫です。今朝も「開倫塾の時間」をお聴きいただき、

ありがとうございます。

(２)大学生や短大生、専門学校生、高校生にとっては、そろそろ就職活動のシーズンです。高校 3
年生についてはよいのですが、問題なのは、大学生は 3 年生から、短大生は 1 年生から就職の準
備をしていることです。このような状況になっており、今のままでよいのかと疑問を持ってしま

います。

(３)栃木県に、キャリア形成支援推進協議会という団体があります。栃木県の経営者協会でもだい

ぶサポートをしているようです。この団体から依頼があり、10 月 28 日(木)に宇都宮市東市民活
動センターという図書館と同じ敷地内にある大きな建物で、キャリア形成支援講演会基調講演を

させていただきました。今日は、そこでお話した内容を少しご紹介させていただきます。

２．就職力を身につけるには―栃木県キャリア支援推進協議会での講演内容―

(１)このキャリア形成支援講演会は、現在大学 3 年生や短大 1 年生で再来年の春に就職を希望する
方のための、どのようにしたら自分の希望する就職先に就職できるかの勉強会でした。会場には、

栃木県内の大学生や短大生、専門学校生が 300 名以上参加され、非常に熱心にお聞き下さいまし
た。

(２)厳しい経済状況の中ですが、就職とは何か・仕事とは何か・何のために働くのかを自分の人生

の中で真正面から考える。また、雇われる能力を身に付けながら就職戦線を勝ち抜くにはどうし

たらよいかということを考える。これが今回の講演会のテーマでした。

(３)私は、就職試験に臨むまでにどのような準備をしたらよいか、入社試験に際しての注意点、内

定後の過ごし方、入社後 3 年間をどのように過ごしたらよいか、また、退職なさる方も時々いら
っしゃいますので、退職に際しての心得、失業期間の過ごし方、再就職に際しての心構え、最終

的には、定年までの過ごし方、定年退職後の過ごし方などについてお話しました。また、自分で

仕事を起業なさる方も素晴らしいと思いますので、創業の心構えについても具体的にお話をさせ

ていただきました。

(４)また、就職する一歩手前ですので、現代社会の特徴とこれからの社会で求められる基本的な能

力についてもお話をさせていただきました。
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(５)私は、現代社会は知識が基盤になった社会、これを難しい言葉で「知識基盤社会」と言うそう

ですが、ここでは、学校などで勉強してきた知識やコンピュータやインターネット等で得られる

情報、自分の専門領域における技術、つまり知識・情報・技術をうまく組み合わせて相互作用的

に用いる能力が大事だと思います。

(６)また、今、ジリジリと円高になってきていますが、現代社会は「国際化社会」でもありますの

で、他の国との関係を抜きにして仕事をすることはなかなか難しいです。そこで、自分と価値観

の異なった多様、英語ではダイバーシティ(diversity)と言いますが、自分と価値観や考え方、歴
史、言語を異にする多様な集団の中で交流する能力も大事だと思います。

(７)そのことについて具体的に言いますと、自国の言語である日本語の他に、世界の共通語である

英語、そして外国で働く場合にはその国の言語を最低限は身に付けなければなりません。日本語

も大事、国際共通語である英語も大事、その国の言語も大事です。日本語を含めた 3 つの言語を
理解して相手の立場を尊重して行動する、つまり多様な集団で交流する能力が「国際化社会」で

は大切だと思うのです。

(８)また、これからは「少子高齢化社会」ですので、85 歳までは自分の力で働かなければならな
いと思われます。年金制度がこれからどうなるかはわかりませんので、現在 20代の方であれば、70
歳、75歳、80歳、85歳、おそらく 85歳過ぎまでは何らかの形で自分で仕事をしない限りは収入
がなかなか得られないことが予想されます。ですから、自分自身をよく律してコントロールしな

がら活動したり体調を整えたりして、規律正しく生きること、85 歳過ぎまで働き続けることが
大事だと思います。これからの「少子高齢化社会」で自律的に活動する能力が求められることを

知ることも大事です。

(９)さらに、これからの社会では新しいものごとにたくさん挑戦して勉強しなければなりません。

そうすると、今までの知識などでは解決できないこともたくさんあります。ですから、新しいこ

とを学ぶために学び方を学ぶ、つまりどのように勉強したらよいかについての勉強の仕方を身に

付けることも大事です。

(10)また、難しい課題に取り組むために、読書によって得られる思慮深さを身に付けることも大事
です。

３．おわりに

(１)以上のようなお話を、先週 10 月 28 日(木)に宇都宮市東市民活動センターで開かれたキャリア
形成支援講演会基調講演で 1時間ほどお話をさせていただきました。

(２)どうかこの放送をお聴きの皆さんも、これから就職なさる方に、このようなことに気をつけて

勉強するとよいとアドバイスをしていただければと思います。

(３)就職なさる方全員が、希望する仕事に就けるだけの就職力を自らの力で一日も早く身につける

ことを心から願っております。

以上

― 2011年 6月 28日―


